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呻印 • 自 宅0 9 6. - J-0／ ー ダ位刃 ・ 携 帯 り0 ー り嬌 — ダ／ り／

冒 以 下 の 内 ！ 容 に 欣 当 オー る と こ ろ に0 を 付 け て 下 さ い ．

① 責方 は 在 宅 炊 労 文 授 事7口で お 知 り に な り ま し た か ？

( II. ) 求 人細i (b) 成 （o) チ ラ シ 佐 知 人 よ り 柘 介 （ ~ ) 行 政紐

② 責方 の在 宅 就 労 を 希望 さ れ て い る 元 ふ召｝ 、

(F) そ の 他

( 1.) 陳 吝 を 持 っ て い る 、 ま た は 家族 に 瞭 寄 村 が い る 為

(o) 心 身 陳 宮 の 子 供 が い る 為 、 外 で 屈 く こ と が 困 燃

(a) 自 宅 で 介 讀 が 必 要 な為 、 外 で 鍬 く 事 が 困 熊

③ 長 方 は 在 宅 で の お 仕布の 紐 隙 は あ り 計 か ？ ’

( 1.) 右 る 。 無 い ＇

④ 責 方 の1 ・ 杓 望 収 入 ＇ほ ど の く ら い で す か ？

咽 収9-— -- 2 万 円 位

⑤ 仕事 を 始 め ら れ た 格 合 、1 日 何 関 間 径 度 の 作 業 が 行 え ま す か ？

( a.) 2 玲 間未 渦 匂直 ～ 遣 間 （ci) 4 呼 ～ 心(d) a 玲 閲 ～5 閑閃

⑥ 貴 方 は現在 、 ， 他 の 仕言を し て い ま す か ？0]士 い (b) い い え 9:00 ～ 叶 辺
⑦ 惹 品 の撚入 薗 出1士 焦 方 ご 自 身 で し て 頂 衰 ま す が 東 間 は お 博 ち 吋が ？

｀＊ （杢門 ： 炉 '2._) (b ） 熊 し

® 責方 の ご 自 宅 に 小 さ な お 子 様 は い ら っ し ゃ い ま す か ？

⑥)却 ‘―ム生 （b) い い え

⑨ 責 方 は ご 自 言ベ ッ ト を 知 て い ま す か ？

( I.) は い (b い い え

⑩ 在 宅 炊 労 支 摂 ヰ 蛍 団 で の 希 望 煎積1、よ ？

｀戦 ⑤ ダ イ レ ク ト メ ー ル配布 ， チ ラ シ配布 (0) 経 （乍 業 （

⑪ メ ー ル ア ド レ ス は お 神 tつ で す か ？

炉い(b) い い え お 印 砂 、 合(Sh()“しi 贔児 正

(b) 生 酎紅覧 を 受 粘 し て い る 為

露l ヽ さ い 子 供 が い て 煎 用 し て 頂 け な い ． 一

（ り 会 社直 （ リ ス ト ラ ） で 仕本 を 失 っ た 為

パ食

～

L

在 宅 就 労 支掛 享業 団 記入 祁

且位 ＿
•9.9-.,., 、 ¢irク

吋 即時 間 ／ う 時()0 分 ～ ／ ラ 時1 J- 分 ・


